
8⽉第 3週の礼拝説教 
■⽇ 時：2026 年 8 ⽉ 16 ⽇（⽇）10：30〜11：30 聖霊降臨節第 13 主⽇ 
■説 教： 保科けい⼦牧師 
■聖 書：新約：マルコによる福⾳書 10 章 46〜52 節（新約 P83） 
■説教題：「 ⽬が⾒えるように 」  
■讃美歌：53 （ 神のみ⾔葉は この世界に） 

    521（ とらえたまえ、われらを。） 
 

 先週の⽊曜⽇ 8 ⽉ 13 ⽇から⾦曜⽇ 14 ⽇にかけて、千葉県では線状降⽔帯が発⽣し、気象庁はレベ
ル 5 ⼤⾬特別警報を発表しました。そのうち千葉市などの 6 市にレベル 5 ⼟砂災害特別警報を発表し
たということです。7 ⽉末に熊本県で⼤きな地震が発⽣したばかりで、その正確な被災状況なども定か
ではないこの時期に、今度は私たちの近くの千葉県でこれまで経験したことのないような豪⾬になった
というので、⾮常に驚いています。おそらく、⽇にちが経過するに従って被災状況がより明らかになる
でしょうが、今この時に停電や断⽔という⽇常⽣活が脅かされている⽅々の苦しみを思いますと、⼼が
痛み⾔葉が出て来ません。主なる神様のみ⼿が差し伸べられることをひたすら祈り続けたいと思います。 
 

さて、先ほどは、新約聖書のマルコによる福⾳書 10 章 46 節から 52 節を司会者に読んでいただきま
した。皆さんはお聞きになっていて、この話は何となく前に聞いたことがあるな、同じところをまた話
すのかな、と思われたかもしれません。私⾃⾝、⾃分⾃⾝の好きな聖書箇所を選んで説教しております
と、もしかしたら⼀度お話したところを選んでしまうかもしれないのです。それで、⽴川教会に来てか
らの主⽇礼拝の説教の聖書箇所は、できるだけ⾃分⾃⾝の好き嫌いが影響しないように、ある時から特
別な祝⽇以外は⽇本基督教団の聖書⽇課から取り上げることにいたしました。ですから、本⽇の「盲⼈
のいやし」の話は、今までに取り上げた箇所ではありません。しかし、マルコによる福⾳書には、同じ
様な盲⼈のいやしの話が 8 章 22 節から 26 節に記されており、その箇所は先⽉ 7 ⽉ 12 ⽇に取り上げて
｢⾒えるようになって」という説教題でお話をしています。福⾳書は四つあるので、異なる福⾳書では
同じ話や同じ様に⾒える話がいくつもあります。それは、以前からお話しているように、福⾳書はマル
コによる福⾳書が最初に書かれ、そのマルコによる福⾳書を参考にしながら他の三つの福⾳書がまとめ
られていったということがあるからです。しかし、本⽇の箇所のように同じ福⾳書の中で何となく同じ
話が繰り返されているように感じるというのは、それほど多くはありません。けれども、丁寧に読みま
すと異なる話であることが分かります。そういうわけで、本⽇の聖書箇所と８章 22 節以下とは、盲⼈
がいやされて⽬が⾒えるようになったという出来事は同じなのですが、⼆つの話のどこが異なるのかに
ついて、ご⼀緒に考えていきたいと思います。 

 
46節に「⼀⾏はエリコの町に着いた。イエスが弟⼦たちや⼤勢の群衆と⼀緒に、エリコを出て⾏こ

うとされたとき、ティマイの⼦で、バルティマイという盲⼈の物乞いが道端に座っていた。」と記さ
れています。ここで注⽬したいのは、主イエスに向かって叫んでいる⼈物の名が記されていることです。
ある男とか、⼈々とか、ある⼈とか、そういうことではなくて、「ティマイの⼦で、バルティマイとい
う盲⼈」とはっきり記されています。⼀⽅、8章22節以下の盲⼈のいやしは、そのいやしがなされた場
所がベトサイダという村であるということは記されていますが、いやされた⼈物については「⼀⼈の盲
⼈」と記されているだけです。新約聖書の中で⼈物の名前が明らかにされているのは、12弟⼦たち以外
では数えるほどです。ですから、このバルティマイという⼈物は、後に初代教会の中で、特別な働きを
した⼈物だったのではないか、ということが分かります。ベトサイダという村とエリコという町も違
います。ベトサイダでは、⼈々が⼀⼈の盲⼈を主のところに連れてきてと書いてあります。ここで
は、⼀⼈の盲⼈となっていて名前がありません。そして背景の違いは、⼀⼈の盲⼈の⽅は、誰かに連れ
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てきていただいてイエスのところに来たということです。ベトサイダというのは、地図を⾒ますと、ガ
リラヤ湖の北の上の⽅の地名です。本⽇の聖書箇所のところはエリコですから、南の⽅の⽐較的エルサ
レムに近いところです。「イエスが弟⼦たちや⼤勢の群衆と⼀緒に」とあるのは、この時、ユダヤ⼈の
最⼤の祭である過越祭が近づいていたので、多くの⼈々がエリコからエルサレムへと上っていたからで
す。⽇本のかつての宿場町と同じ様に、エリコはそのような多くの巡礼者たちの⽴ち寄る町だったので
す。ですから、そのような⼈々からの施しを期待して、エリコの町の道端に物乞いたちが座っていたの
です。私がイスラエルに⾏きました1999年でも、多くの観光客や巡礼の⼈々が⽴ち寄る場所には、物乞
いをしている⼈たちがたくさんいました。ガイドさんは、彼らはそれが商売なのだからあまり真剣に取
り合わないほうがよいですよ、と注意してくれました。しかし、ティマイの⼦バルティマイは、「盲⼈
の物乞い」でした。先ほどお話ししましたように、聖書の中で名前が明らかに記されているのは、それ
が後の時代に⾄るまで正確に語り伝えられるほどの出来事だったということと、52節で「盲⼈は、すぐ
⾒えるようになり、なお道を進まれるイエスに従った。」と記されるように、彼が主イエスに従う者
としての新しい⼈⽣へと歩みだしたからでしょう。そして、マルコによる福⾳書では、もうこの辺りの
記述から、主イエスキリストの⼗字架の道⾏と⾔われる⾏程のスタート地点になるのです。まもなく、
主イエス⼀⾏はエルサレムに⼊って⾏き、その週のうちに主イエスは⼗字架につけられてしまうという
出来事が待っているのです。 

 
盲⼈バルティマイは、この⽇もいつものように道端に座って物乞いをしていました。当時の社会にお

いては、⽬が⾒えない⼈は、⼈通りの多い道端に⼀⽇中座って⾃分の姿を道⾏く⼈にさらし、憐れみを
乞い何がしかのものを恵んでもらうことによってしか⽣きることができなかったのです。それは⼈間と
しての誇りを打ち砕かれ、喜びも希望も⾒出せない⽇々だったでしょう。彼はおそらくもう⻑い間そう
いう苦しみの中を⽣きていたのです。ところが、「ナザレのイエス」という声が聞こえました。その⼈
はあちらこちちで病⼈をいやし、⽬の⾒えない⼈を⾒えるようにしたということを彼は聞いていたのだ
と思います。もしかしたら、そのナザレのイエスにさえ出会えれば、⾃分⾃⾝の⼈⽣も変わるかもしれ
ないと⼀筋の望みを抱いていたかもしれません。その⽅が⾃分の前を通って⾏こうとしているのです。
彼はその⽅がどこにおられるのかを⾒ることができません。⼤勢の⼈々が通り過ぎていく道端で、彼は
⾃分⾃⾝がどのような状況にいるのかさえ分からなかったと思います。だから、⼤声で「ダビデの⼦イ
エスよ、わたしを憐れんでください」と叫び始めたのでしょう。彼は、主イエスに何とか⾃分のほうを
⾒ていただきたくて⼤声で叫んだのです。48 節に「多くの⼈々が叱りつけて黙らせようとした」とあ
ります。先週お話したマルコによる福⾳書 10 章 13 節にも、主イエスのもとに⼦供を連れて来た⼈々を
弟⼦たちが叱ったことが記されていました。その時と同じように、これからエルサレムに上り、⼤切な
使命を果たそうとしておられるイエス様の邪魔をするな、という思いで叱ったのかもしれません。しか
し、そのように多くの⼈々に叱りつけられ黙らせようとされても、「彼はますます、『ダビデの⼦よ、わ
たしを憐れんで下さい』と叫び続けた」のです。彼が主イエスのことを「ダビデの⼦」と呼んだことに
⼤きな意味があります。彼は「ナザレのイエス」が通っていかれると聞いたはずです。しかし彼は「ダ
ビデの⼦イエスよ」と叫んだのです。「ダビデの⼦」という呼び⽅はユダヤ⼈にとって重⼤な意味を持
っています。クリスマスの頃になると、主イエス・キリストの系図とか、あるいはダビデの家系に属す
るとか、そういうふうに語られることが多くなりますが、「ダビデの⼦」とは、神様から遣わされる「救
い主」を意味する⾔葉なのです。彼はその呼び名で主イエスを呼びました。つまり、主イエスを神から
の救い主と信じて、その⽅に「わたしを憐れんでください」と叫び求めたのです。 

  
 主イエスはその彼の叫びを聞いて「⽴ち⽌まって、『あの男を呼んで来なさい』と⾔われた。」と
49 節には記されています。⻑年の苦しみの中から必死に救いを求めて叫ぶ彼の姿は、マルコによる福
⾳書 5 章 25 節以下に記されている、12 年間も出⾎の⽌まらない病気で苦しんできた⼥が、主イエスの
服にでも触れればいやしていただけると思い、群集に紛れ込んで必死に後ろから主イエスの服に触れる



姿に重なります。そして、バルティマイの場合には、主イエスの呼びかけに応え、「上着を脱ぎ捨て、
躍り上がってイエスのところに来た」と記されています。上着は、おそらく彼の唯⼀の持ち物で、夜に
はそれにくるまって何とか眠り、昼には敷物として彼を⽀えてきた物だったのでしょう。旧約聖書の出
エジプト記には、「上着を質にとる場合には、⽇没までに返さねばならない。26 なぜなら、それは彼
の唯⼀の⾐服、肌を覆う着物だからである。彼は何にくるまって寝ることができるだろうか。」と記さ
れています。いわば、彼のこれまでの⼈⽣のすべてを象徴するようなものでした。それを⾃分⾃⾝で脱
ぎ捨て、躍り上がって、主イエスのところに来たというのですから、完全にこれまでの彼の歩みとは⽅
向転換がなされています。その彼に、主イエスは「「何をしてほしいのか」と⾔われた。」のです。バ
ルティマイの答えは「⽬が⾒えるようになりたいのです」でした。その叫びには、これまで彼がどれほ
どの暗闇の中にいたのかが現れています。主イエスは、その救いを求める叫びをしっかりと受け⽌めて
くださったのです。そして、「⾏きなさい。あなたの信仰があなたを救った。」とお語りになりました。 

 
最初に申し上げましたが、マルコによる福⾳書には、同じ様な盲⼈の癒しの話が⼆つ記されています。

その⼤きな違いは、ベトサイダの盲⼈の場合は⼈々が彼を主イエスのところに連れて来たことです。⾔
い換えれば、他の⼈々のとりなしと祈りによって癒されたということです。⼀⽅、エリコでのバルティ
マイの場合には、必死になって彼⾃⾝が主イエスに願い祈り求めていやされたのです。しかし、いずれ
の場合も、⼈間が先ず熱⼼に求めなければ主イエスも呼んで下さらない、ということではありません。
主イエスは、エルサレムへと歩んでおられるのです。その歩みは、ご⾃⾝を⼗字架へと向けての歩みで
した。その⼗字架の死によって私たち⼀⼈ひとりが救われる、それがキリスト教の中⼼にある教えです。
そして、主イエスはいつでも、私たちを呼んで下さっているのです。ご⾃分のもとに迎えて下さるので
す。私たちはこの招きによって⽴ち上がり、躍り上がって主のもとに⾏き、そして⽬を開かれて主イエ
スが⾒えるようになり、主イエスと共に歩む者とされるのです。バルティマイと個⼈名を記された彼の
姿は、私たち⼀⼈ひとりの姿でもあります。私たちがずっと歩んできた道、それはもしかしたら常に暗
闇の中に置かれ、道端で物乞いをしていたような⽣き⽅だったかもしれません。けれども、主イエスは
⽬が⾒えるようにしてくださった、そして、⾏きなさいと励ましてくださった、だからこそ、その後の
歩みは⼆度と同じところに戻るのではない、同じ仲間のところに戻るのではなくて、本当に主イエス・
キリストに従っていく歩みである、そういうふうに思います。主イエス・キリストが私たちの座ってい
る道端を通っていかれる時、それこそが礼拝の時でもあり、また、私たち⼀⼈ひとりの祈りの時でもあ
ります。だからこそ、私たちは、そこで⾃分⾃⾝の救いのために、また、他の⼈々の救いのために必死
に祈り続けるものでありたい、と思います。 
 

お祈りをします。 
主なる神様、先週⼀週間は、⽇本列島を台⾵の影響で豪⾬が襲い、⼤きな被害をもたらされた時となり
ました。この豪⾬以前にも地震などで被害を受けたところがありますが、必ずしも復興しているところ
ばかりではありません。そういう中で、⼆重三重に被害を受けているところもあります。そして、その
ような被害を想定もしなかったような都会の中でも、帰宅難⺠がたくさん出、いまだ⾏⽅不明の数も定
まらないような状況が起きています。そういう中で、私たちは主イエスキリストがいつも注いでくださ
る救いのまなざしを真剣に求めるものになりたいと思います。そして、そのまなざしを受け⽌めて歩ん
でいくものになりたいと思います。どうぞ私たち⼀⼈⼀⼈をあなたに、委ねさせてください。この祈り
を主イエスキリストの御名によっておささげいたします。アーメン。 
 


